新しいいのち１１
　神様に礼拝を捧げることは、クリスチャン生活で最も大事なことです。礼拝とは、被造物である人間が、創造主であられる三位一体の神様を崇めることです。
1. 礼拝の対象
　今でも世の多くの人は、命のない木や石で造られた偶像を拝み、また、世のものやお金、権力、科学などの偶像を拝んでいます。しかし、それらのすべては創造主であられる神様によって造られたものにすぎません。
では、真の礼拝の対象は何でしょうか
（黙示4:8、4:11、5:9、5:12,13）

2. 礼拝の姿勢
　礼拝は、真理によって聖められた者が、真心から神様に捧げる  ものです。神様は、真心をもって礼拝を捧げる者を祝福されます。（ヨハ4:20～24、伝5:1,2）

3. 礼拝の内容
　順序は様々ですが、重要な要素は４つにまとめられます。
　(1)賛美（へブ13:15）：賛美のいけにえ
　　　感謝、悔い改め、祈り、あかしなどを歌にしたもの。
　(2)祈り（黙示5:8、8:3,4）：金の鉢いっぱいに入った香
　　　感謝、告白、願い、とりなしなどを言葉に表します。
　(3)みことば：（詩78:1、ネヘ8:5～9）
　　　神のみことばを聞き、それに従う決断が求められます。
　(4)献金（箴言3:9,10、マタ6:21、マラ3:10～12）
　　　神様のものを神様に捧げることで、十分の一献金や主日献　　　　　　　　　

　　　金、特別献金などがあります。

4. 礼拝の種類
　(1)公的な礼拝-兄弟姉妹が共に集まり､共同的に捧げる礼拝で
す。①主日礼拝　②水曜礼拝
　(2)その他(家庭礼拝、地域礼拝、機関礼拝、早天祈祷会など)

5. 正しい礼拝を捧げるためには
　(1)時間-遅れないように前もって
　(2)準備をする態度-心を鎮めて静かに
　(3)座席-なるべく前の方から座りましょう。

(4)姿勢-心を尽くして捧げましょう。
　



礼拝を捧げる生活(ヨハ4:24, Ⅰ歴代16:29)








